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流  出  係  数 土    地    利    用

0.9 道路・ｺﾝｸﾘｰﾄ・屋根等(屋根＝宅地面積×建ぺい率)

0.6 透水性舗装（都基準は0.8）

0.5 残留宅地（＝宅地面積－屋根面積）

0.3 砂利・山林

0.2 緑地

大栗右岸  ５号 0.6 乞田左岸  ８号 0.55 乞田右岸  ８号 0.55 多摩川排水区 0.5

大栗右岸  ７号 0.5 乞田左岸  ９号 0.6 乞田右岸  ９号 0.55

大栗右岸  ３号 0.5 乞田左岸  ６号 0.55
乞田右岸  ６号

(NT区域)
0.55 乞田右岸２０号 0.5

大栗右岸  ４号 0.5 乞田左岸  ７号 0.55 乞田右岸  ７号 0.55 稲城排水区 0.5

大栗右岸  １号
（NT区域）

0.5
乞田左岸  ５号

(一般区域)
0.5 乞田右岸  ５号 0.55 乞田右岸１８号 0.6

大栗右岸  ２号 0.5
乞田左岸  ５号

(NT区域)
0.55

乞田右岸  ６号
(一般区域)

0.5 乞田右岸１９号 0.55

大栗左岸  ６号 0.55 乞田左岸  ３号 0.6 乞田右岸  ２号 0.55 乞田右岸１６号 0.65

大栗右岸  １号
（一般区域）

0.55 乞田左岸  ４号 0.6 乞田右岸  ４号 0.55 乞田右岸１７号 0.55

大栗左岸５-1号 0.55
乞田左岸  ２号

(一般区域)
0.5

乞田右岸  １号
(一般区域)

0.5 乞田右岸１４号 0.55

大栗左岸５-2号 0.8
乞田左岸  ２号

(NT区域)
0.55

乞田右岸  １号
(NT区域)

0.55 乞田右岸１５号 0.6

大栗左岸  ３号 0.5
乞田左岸  １号

(一般区域)
0.5

乞田左岸１２号
(NT区域)

0.55 乞田右岸１２号 0.55

大栗左岸  ４号 0.55
乞田左岸  １号

（NT区域）
0.6 乞田左岸１３号 0.5 乞田右岸１３号 0.55

大栗左岸  １号 0.5 大栗右岸  ８号 0.5 乞田左岸１０号 0.6 乞田右岸１０号 0.55

大栗左岸  ２号 0.5 大栗右岸  ９号 0.5
乞田左岸１２号

(一般区域)
0.5 乞田右岸１１号 0.5

【雨水】    多 摩 市 内 流 出 係 数 早 見 表

排水区名 流出係数 排水区名 流出係数 排水区名 流出係数 排水区名 流出係数



○

○

○

○

●

（先に計算した平均流出係数）

（前頁の多摩市内流出係数参照）　　（事業面積はｈａ表示）

○   ＴⅥ型浸透トレンチの１メートルあたりの能力   ０．７０ ㎥　　　　（ 　次頁以降の「浸透トレンチ規格等」より ）

１５．０５ ÷ ０．７０ ≒ ２１．５ m

【必要延⾧】 （ 浸透トレンチの場合の例 ）

（開発後流出量）　-　（開発前流出量） 人口密度が大きい地域       ５分 幹線       ５分

６６．９６ － ５３．２８ ＝ １３．６８ ㎥ / hr 人口密度が小さい地域    １０分 幹線７～１０分

（ 安全率 １０ ％を掛けて ）・・・・約    １５．０５㎥ / hr 平均 ７分

（１/３６０） × ０．６３ × １０６．３８ × ０．１　＝ 　０．０１８６ ㎥ / s
採用降雨強度式

Ⅰ＝ ５０００ / （t + 40）

（ ５０ mm / hr )

０．０１８６ × ３６００ ＝ ６６．９６ ㎥ / hr

【対策量】 ※1時間当たりの施設設置が必要 （ 流入時間の標準値 ）

（１/３６０） 　× 　０．５　 ×　 １０６．３８　 ×　 ０．１　≒　０．０１４８  ㎥ / s

 ( 多摩市事業認可 ）

０．０１４８ × ３６００ ＝ ５３．２８ ㎥ / hr 雨水流出量算定式
（1/360）・ C ・ Ｉ ・ Ａ

【開発後】 （ 合理式 ）

C０    ＝ { （ A1 × C1 ） ＋ （ A2 × C2 ) ＋ （ A3 × C3 ） } ÷ A0

{ （ ５００ × ０．９ ） ＋ （ ２００ × ０．６ ） ＋ （ ３００ × ０．２ ） } ÷ １０００ ＝ ０．６３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（  流出係数  ）

【開発前】

緑    地 （ A３ ） ３００㎡

A０    ＝ A１ ＋ A２ ＋ A３

公  道

 建    物    （ 屋根 ）
駐    車    場

透水性舗装

（ A1 )

全体面積

（ A2 )

５００㎡

 A0 ２００㎡

１，０００㎡

緑地・裸地等 A3 ３００㎡ ・・・流出係数  ０．２

平均流出係数 C0 0.63

屋根面積 A1 ５００㎡ ・・・流出係数  ０．９

駐車場（透水性舗装） A2 ２００㎡ ・・・流出係数  ０．６

☆    流出係数 ＆ 対策量の計算方法    ☆

【計算条件】

（ 例 ）

敷地面積 A0 １，０００㎡



×

×

×

＝ ㎥/ｈｒ

⑧ 3600 ＝ ⑨ （時間当たり対策量）

⑨ 1.1 （安全率１０％をプラスする）

（１/360） × ⑦ 106.38 × （①÷10000） ＝ ⑧      ㎥ / sec

【    対策量    】

（１/３６０） ・ Ｃ ・ Ｉ ・ Ａ 合理式

Ｉ ＝ ５０００ /（ ｔ ＋ ４０） Ⅰ＝106.382・・・換算降雨強度

【    流出係数    】

（開発後） （ ② ＋ ③ ＋ ④ ＋ ⑤ ） ÷ ① ＝ ⑥

⑥ － （流出係数 ） ＝ ⑦

※
多摩市内の流出係数は

別表参照のこと

× ㎡

コンクリート舗装 0.9 × ㎡ ⑤

【    その他    】      砂利・土 0.3 × ㎡

【    緑地    】 0.2 × ㎡ ④

【    透水性舗装    】 0.6 × ㎡ ③

【    建設面積（屋根）    】 0.9 × ㎡ ②

【    事業地面積    】 ㎡ ①

流出係数・雨水対策量の計算シート

【    事業名    】 ＮＯ      －








